
株式会社セレス｜東証プライム[3696]

2026年12月期第3四半期

2026年11月12日

決算説明資料
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01. 連結決算の概要
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エグゼクティブサマリー（2026年1～9月）

4

売上高 279.3億円
前年比＋25.5％

• 旺盛な広告需要を取込み、ポイント売上高約220億円と前年比1.5倍

モッピー金融案件好調・インカム寄与でポイントサイト前年比1.6倍

• フィナンシャル売上高は約26億円と前年比2.3倍

ラボル売上高は請求書買取好調で前年比2.1倍

営業利益 30.7億円
前年比＋58.2％

• モッピー好調継続でポイント営業利益約56億円と前年比1.8倍

D2C営業損失3.9億円・MQ同6.4億円計上するも営業利益は大幅増加

• EBITDAはビットバンク株式の持分変動利益約25億円を計上

投資有価証券売却益約32億円を4Qに計上
EBITDA※ 62.7億円

前年比＋27.7％

株主還元の強化

• 年間普通配当は1株当たり90円を予定

• 自己株式取得は合計約30億円を計画

【完 了】約  5億円（期間：2026年 5月 1日～2026年 6月17日）

【取得中】約25億円（期間：2026年10月2日～2027年 9月30日）

※ EBITDA＝税金等調整前当期純利益＋支払利息＋減価償却費＋のれん償却費(持分法による投資損益に含まれるのれん償却に相当する額も加算) ＋減損損失
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損益計算書の概要（第3四半期累計）

5
※ 当期純利益は、親会社株主に帰属する四半期純利益を示します。

ゆめみ連結除外の影響
      2025年12月期業績はゆめみの業績（6か月分）を含みますが、2026年12月期業績には連結除外により含まれていません

2026年12月期 2025年12月期

（単位：百万円） 第3四半期累計 第3四半期累計

27,938 22,268

2,391

4,913

+19.0%

営業利益 +58.2%

12,498

9,424

3,074

9,863

7,919

1,943

経常利益 +51.9%

当期純利益※ +66.3%

EBITDA +27.7%

2,769

3,976

6,276

1,823

YoY

売上高 +25.5%

売上総利益 +26.7%

販売費及び一般管理費
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セグメント情報（第3四半期累計） 

6

※ セグメント間の内部取引高については、グラフに与える影響が軽微のため表記しておりません。
※ DX（ゆめみ）は売却により2025年3Qから連結除外になりました。

■モバイルサービス ■フィナンシャルサービス ■モバイルサービス ■フィナンシャルサービス ■営業利益調整額

※ 営業利益調整額は特定のセグメントに帰属しない費用項目です。
※ DX（ゆめみ）は売却により2025年3Qから連結除外になりました。

ゆめみ売上高

売上高 営業利益
（百万円） （百万円）

ゆめみ営業利益

DXを除いた
モバイルサービスで比較

DXを除いた
モバイルサービスで比較

YoY
+128.2%

YoY
+40.9%

YoY
+55.8%

YoY
+74百万円

＋58.2 %
(YoY)

＋25.5%
(YoY)

17,983 

25,347 

1,143 

2,608 

3,153 

22,268

27,938

0

7,000

14,000

21,000

28,000

35,000

2025年3Q累計 2026年3Q累計

3,135 

4,885 

-740 -666 

599 

1,943

3,074

-1,049 -1,143 

-1,800

-900

0

900

1,800

2,700

3,600

4,500

5,400

2025年3Q累計 2026年3Q累計

◼ モバイルはポイント大幅増収増益により、DX除く売上高は前年比+40.9%、営業利益は同+55.8%

◼ MQ増収・ラボルGMV前年比2.2倍拡大が寄与しフィナンシャル売上高は前年比2.3倍・赤字幅縮小
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セグメント別業績（第3四半期累計）

7

ゆめみ連結除外の影響
      2025年12月期業績はゆめみの業績（6か月分）を含みますが、2026年12月期業績には連結除外により含まれていません

（単位：百万円）

売上高 営業利益

第3四半期 前年同期 YoY 第3四半期 前年同期 YoY

全社 27,938 22,268 +25.5% 3,074 1,943 +58.2%

3,734 +30.8%

ポイント 21,894 14,218 +54.0% 5,572 3,122 +78.4%

  モバイルサービス事業 25,347 21,136 +19.9% 4,885

140 -

DX - 3,153 - - 599 -

D2C 3,518 3,862 -8.9% -395

-128 -

  フィナンシャルサービス事業 2,608 1,143 +128.2% -666 -740 -

セグメント内取引高 -65 -97 - -291

-1,143 -1,049 - セグメント間取引高 /調整額 -17 -10 -
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営業利益・経常利益の増減要因（第3四半期累計）

8

2025年12月期3Q累計

営業損益

持分法投資損益

その他営業外損益

2026年12月期3Q累計

2025年12月期3Q累計

ポイント

D2C

DX

マーキュリー

ラボル

CVC

調整額等

2026年12月期3Q累計

（百万円）

3,074

1,943

▲535

▲599

▲19

▲259

2,449

142

▲48

▲160

1,823

2,769

1,130

▲23
YoY

＋946
（＋51.9%）

YoY

＋1,130
（＋58.2%）

• 前年2Qまで連結

営業利益

経常利益

[ビットバンク]

• 前年▲86百万円→▲304百万円

• ピットソール販売苦戦

• 2Q評価損約2億円計上

• モッピー大幅増益

• ラボルGMV拡大

菅野さん

10/29
Su
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業績予想に対する進捗状況

9

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

EBITDA

370.0億円

37.0億円

33.0億円

60.0億円

104.0億円

【修正後業績予想】3Q実績

進捗率

60.3％

進捗率

83.9％

進捗率

83.1％

進捗率

75.5％

30.7億円

279.3億円

27.6億円

39.7億円

62.7億円

進捗率

66.3％
4Q計上見込み

投資有価証券売却益
（BB）

約32億円計上

◼ 売上高はポイント好調がD2C予想比下振れを吸収、フィナンシャルは概ね予想通りの進捗

◼ 営業利益はポイント好調で上振れ、純利益はBB株式売却により4Qに特別利益約32億円計上
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損益計算書の概要（第3四半期）

10
※ 四半期純利益は、親会社株主に帰属する四半期純利益を示します。

EBITDA +165.3% 929

9,174

4,221

3,449

771

801

2,860

3,584

販売費及び

一般管理費
+36.4% 3,276

営業利益 +60.2% 571

経常利益 +6.1% 407

YoY

売上高 +43.0% 9,242

売上総利益 +40.2% 3,8473,011

四半期純利益※ +240.8% 122

第3四半期 前年同期 前四半期

1,350 +285.8%

754 +96.8%

839 +2227.6%

2,529 +5.3%

481 +35.1%

6,414 -0.7%

+9.7%

QoQ
（単位：百万円）
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セグメント情報（第3四半期） 

11

※ セグメント間の内部取引高については、グラフに与える影響が軽微のため表記しておりません。

■モバイルサービス ■フィナンシャルサービス ■営業利益調整額

※ 営業利益調整額は特定のセグメントに帰属しない費用項目です。

営業利益
（百万円）

YoY
+40.0 %

YoY
-78百万円

＋60.2 %
(YoY)

■モバイルサービス ■フィナンシャルサービス

売上高
（百万円）

＋43.0%
(YoY)

YoY
+ 130.6 %

YoY
+ 34.7 %

9,174

953 

1,335 

-145 -223 

-326 
-339 

481

771

-800

0

800

1,600

2,400

2025年 3Q 2026年 3Q

5,872 

7,908 

550 

1,268 

6,414

0

3,000

6,000

9,000

12,000

2025年 3Q 2026年 3Q

◼ モバイルはポイント金融案件好調・D2CのSKU増と定期積上げで前年比34.7％増収、同40％増益

◼ 暗号資産相場好調でMQ増収赤字幅縮小・ラボルGMV拡大でフィナンシャル売上高は前年比2.3倍
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セグメント別業績（第3四半期） 

12

-2               -8               - -339           -326           - セグメント間取引高 /調整額

1,268         550            +130.6% -223           -145           - フィナンシャルサービス事業

-27             -85             - -118           -43             -セグメント内取引高

-DX - - - - -

1,301         1,225         +6.2% -64             -36             -D2C

6,634         4,732         +40.2% 1,518         1,033         +46.9%ポイント

7,908         5,872         +34.7% 1,335         953            +40.0% モバイルサービス事業

9,174         6,414         +43.0% 771            481            +60.2%全社

第3四半期 前年同期 YoY 第3四半期 前年同期 YoY（単位：百万円）

売上高 営業利益
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営業利益・経常利益の増減要因（第3四半期） 

13

2025年12月期3Q

営業損益

持分法投資損益

その他営業外損益

2026年12月期3Q

2025年12月期3Q

ポイント

D2C

マーキュリー

ラボル

CVC

調整額等

2026年12月期3Q

（百万円）

771

481

▲28

19

484

5

▲203

754

801

289

▲40

▲87

▲103

YoY

+46
（+6.1%）

YoY

+289
（+60.2%）

営業利益

経常利益

11/4
Su

利益圧迫事業減っている感じ

菅野さん

[ビットバンク] 

• 前年272百万円→42百万円

• モッピー大幅増益

• CVC評価損（約2.3億円）
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貸借対照表の概要

14
※短期借入金は1年以内返済予定の長期借入金を含みます。

（単位：百万円）

2026年12月期
第3四半期末

2025年12月期
期末

前年増減額 主な要因

流動資産 26,746 25,777 +968
現金及び預金 -1,779
売掛金 +555
営業投資有価証券 ＋653(60.7%) (68.7%)

固定資産 17,314 11,726 +5,587
のれん +2,636 （SQUIZ +2,848）
関係会社株式 -3,205
投資有価証券 ＋5,371(39.3%) (31.3%)

資産合計 44,060 37,504 +6,556
(100.0%) (100.0%)

流動負債 22,107 20,418 +1,689
短期借入金※ +862
ポイント引当金 +1,178

(50.2%) (54.4%)

固定負債 5,483 3,121 +2,361 長期借入金 +2,342

(12.4%) (8.3%)

負債合計 27,591 23,540 +4,051
(62.6%) (62.8%)

純資産合計 16,469 13,964 +2,505
当期純利益 +3,976
配当金 -923

(37.4%) (37.2%)

負債・純資産合計 44,060 37,504 +6,556
(100.0%) (100.0%)
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株主還元について（配当・自己株式取得）

15

197 

1,039 
300 

3,000 

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

総還元額の推移

4,039
（百万円）

■ 自己株式取得額
■ 配当金総額

（予想）

2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期 2025年12月期 2026年12月期（予想）

60円 80円
（うち記念配当20円) （うち特別配当20円) 

配当金総額 227百万円 228百万円 690百万円 923百万円 1,039百万円 
※1

配当性向 484.9% 50.5% 46.5% 36.9% 17.4% 
※2

純資産配当率 2.5% 2.5% 6.8% 7.5% -

90円 年間配当金 20円 20円

※3

923
690

228227
449497

※1 配当金総額は、株式数11,542,879株（発行済み株式数から自己株式数を差し引いて算出）として概算しております。
※2 予想EPSは、2026年7月30日開示の業績予想修正に基づいて算出しております。
※3 自己株式取得額のうち、約5億円は2026年5月～6月にかけて実施済みです。約25億円は取得期間を2026年10月2日～2027年 9月30日としております。
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株主還元について（株主優待）

16

株主優待について

実施の目的

• 株主に当社グループのサービス体験を通し、事業理解を一層深めていただく

優待の内容

• 暗号資産（ETH及びZPG）を贈呈。贈呈数は保有株式数に応じて決まる

• 2026年12月31日時点で当社株式1単元（100株）以上保有し、株主本人名義のCoinTrade口座を保有している方が対象

保有株式数 株主優待対象の暗号資産内容

100株以上

300株未満

• イーサリアム（ETH） 2,500円相当

• ジパングコイン（ZPG）2,500円相当

合計5,000円相当

300株以上

• イーサリアム（ETH） 10,000円相当

• ジパングコイン（ZPG）10,000円相当

合計20,000円相当

2026年12月31日基準株主優待内容（継続実施）

6,328 

10,583 11,022 

2023年12月末 2024年12月末 2025年12月末

株主優待導入の効果

（人）

10/19
Su
B案

導入前 導入後

1単元以上保有の株主数
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◼ 大規模な会員基盤を支える情報管理体制を確立し、Pマークに加えISMS認証を新たに取得

◼ ガバナンス体制の継続的な強化により事業の信頼性を高め、中長期の成長実現へ

高度な情報セキュリティガバナンスの構築

17

サイバー・レジリエンス
の確保01

AIガバナンスと
倫理的利用02

リテラシー向上と
継続的改善03

ISMS認証 プライバシーマーク

※ ISMS認証：情報を安全に管理・運用するための適切な体制を構築していることを認定する国際的な制度。当社はISMSの国際規格である「ISO/IEC 27001：2022」認証を2026年9月17日に取得いたしました。
   登録範囲（ISO27001規格の要求事項に適合する範囲）はサーバー・ネットワークの管理、社内情報システムのサポート、セキュリティの管理です。

※プライバシーマーク：個人情報保護に対する全社的な管理体制を評価する制度。当社は2009年に取得しております。

持続可能な企業価値向上を支えるガバナンス構築へ

柴田さん ①

10/28
Su

菅野さん

⚫ リスクの回避

情報セキュリティリスクを

軽減し企業価値の毀損を防止

⚫ 機会の創出

ユーザー・顧客にとって安心の

デジタルプラットフォームを提供

新規取得
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中期経営計画2030（2026-2030年度）

18

売上高

600億円

CAGR
2025-2030年

15.1％

キャッシュフロー最大化

のためEBITDAを重視

ROE15％超を
安定的に実現

高い増収率を維持

EBITDA

120億円

CAGR
2025-2030年

17.4％

ROE

15％

平均ROE
2021-2025年

15.2％
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◼ 売上高はポイントが市場成長率を上回る増収に加え、D2C・フィナンシャルの収益拡大を見込む

◼ EBITDAはポイント・D2Cで着実に利益を積み上げ、フィナンシャルの収益化を目指す

中期経営計画2030（5か年）事業ポートフォリオイメージ

19

売上高

600億円

EBITDA

120億円

ポイント

350

D2C

150

フィナンシャル

100

ポイント

60

フィナンシャル

40

D2C

20

ポイント 200

D2C 48

DX 31

フィナンシャル 16

ポイント 45

D2C 1

DX 6

フィナンシャル ▲12

ゆめみ（特別利益） 27

共通 ▲13

296億円

2025年

53億円

2025年

2030年

目標

CAGR 15.1% CAGR 17.4%
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⚫ CDP気候変動評価で「Bスコア」を獲得

⚫ CDPサプライヤー・エンゲージメント評価で

「Aスコア」を獲得

⚫ SBT（科学的根拠に基づく排出削減目標）認定を取得

⚫ 女性活躍推進企業として「えるぼし」で３つ星を獲得

2026年3月「プラチナえるぼし」を取得

⚫ 子育てサポート企業として「くるみん認定」を取得

EcoVadis
エコバディス

「環境」「労働と人権」「倫理」「持続可能な調達」の

４分野を評価するサステナビリティ評価にて、コミット

メントバッジを獲得

EcoVadis Medal gold

◼ サステナビリティの取組みは外部評価を高めながら着実に進展

◼ 2030年に向け社内体制整備と情報開示の深化により次のステージを目指す

サステナビリティ・ターゲット

20

2026年9月までの実績 2030年ターゲット

プラチナくるみん

安全衛生優良企業

健康経営優良法人

プラチナえるぼし

取得済

※ CDP評価：企業の環境関連の戦略や取り組みなどを評価。https://www.cdp.net/ja
※ SBT認定：企業の温室効果ガス削減目標がパリ協定の水準と整合していることを認定。https://sciencebasedtargets.org/
※ EcoVadis：企業のサステナビリティを評価する国際的プラットフォームとして「環境」「労働と人権」「倫理」「持続可能な調達」をスコア化。https://recognition.ecovadis.com/hPE9O6heqkSW0Yf6hjlr-w

気候変動
Bスコア

サプライヤー・
エンゲージメント

Aスコア CDP 気候変動 Aスコア

https://www.cdp.net/ja
https://sciencebasedtargets.org/
https://recognition.ecovadis.com/hPE9O6heqkSW0Yf6hjlr-w
https://recognition.ecovadis.com/hPE9O6heqkSW0Yf6hjlr-w
https://recognition.ecovadis.com/hPE9O6heqkSW0Yf6hjlr-w
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02. 各事業の業績

モバイルサービス事業

フィナンシャルサービス事業
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◼ 競争力の高いメディアを活かし、D2C・エージェンシー（広告代理）をグループ内で

一気通貫するビジネスモデルを構築

モバイルサービスの事業系統図

22

ユーザーエージェンシー

ASP

広告代理

垂直統合型モデル

モバイルサービス事業における 垂直統合型モデルを強化することで

利益率を高め、競争優位性を確立

広告主

D2C

広告主

etc.

メディア

ポイントサイト

ポイント

垂直統合型モデル
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モバイルサービス事業の業績推移

23

※ セグメント内の内部取引高については、グラフに与える影響が軽微のため表記しておりません。
※ ポイントインカムの業績は2025年9月1日から「ポイント」に含みます。

売上高 営業利益
（百万円） （百万円）ゆめみ連結除外 ゆめみ連結除外

■ ポイント ■  D2C ■ DX

+34.7%
(YoY)

1,343

1,539

1,240

953

1,160

2,320

1,229
1,335

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

+40.0%
(YoY)

3,924
4,934 4,551 4,732

5,862

7,999
7,260

6,634

1,597

1,113 1,522 1,225

1,005

898

1,318

1,301

1,510
1,481 1,671

7,022
7,523 7,740

5,872

6,853

8,882
8,555

7,908

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

◼ 売上高はポイント金融案件好調・D2CのSKU拡充による定期購入会員増加で前年比＋34.7％

◼ 営業利益はポイント収益性向上で約1.5倍増益、D2C定期商品の広告投資先行するも前年比＋40.0％

YoY
+6.2%

YoY
+40.2%
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◼ 広告成果が承認された後に、報酬（売上高）を広告主から受取る成果報酬型広告

◼ 成果報酬の一部をポイントとして会員に還元、ポイント交換の利便性高め会員満足度を向上

ポイントサイトのビジネスモデル

24

❽ポイント交換

❶広告掲載

❹広告成果

❺成果報酬

売上高

❷広告表示

❸アクション

❻ポイント付与

❼ポイント使用

ポイント引当

ポイント原価

ポイントサイト 会員広告主

デジタルサービス

ポイント交換先

全銀行への振込＋電子マネー等60種に対応
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ポイントの業績推移

25
※ セグメント内の内部取引高については、グラフに与える影響が軽微のため表記しておりません。
※ ポイントインカムの業績は2025年9月1日から「ポイントサイト」に含みます。

◼ ポイントサイト売上高は季節性の影響受けるも金融案件伸長と会員増加を背景に前年比＋41.0％

◼ TikTok Shop好調のstudio15が売上高前年比2.2倍とけん引、その他売上高は前年比＋33.4％

売上高・粗利率
（百万円）

■ ポイントサイト売上高（モッピー＋ポイントインカム） ■ その他売上高 ポイント粗利率 +40.2 %
(YoY)

1,592 
2,405 2,367 2,020 2,159 

2,795 2,723 2,853 3,137 2,939 2,844 2,695 3,124 3,120 3,002 3,012 3,400 
4,334 4,059 4,221 

5,254 

7,287 
6,675 

5,951 

1,223 

1,198 914 
641 656 

528 699 722 581 585 514 629 
483 432 451 461 

524 

600 
491 511 

608 

711 

585 

682 

2,816

3,604
3,281

2,662 2,815
3,324 3,422 3,575 3,719 3,525 3,359 3,324

3,607 3,553 3,453 3,473
3,924

4,934
4,551 4,732

5,862

7,999

7,260
6,634

58.2% 54.1%
37.6% 39.5% 40.5% 39.5% 33.4% 37.3% 33.1% 30.3% 32.4% 35.1% 31.9% 32.8% 33.8% 35.0% 35.3% 33.0% 31.0% 32.9% 33.4% 39.1%

31.5%
33.9%

-200%

-170%

-140%

-110%

-80%

-50%

-20%

10%

40%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

YoY
+41.0%

YoY
+33.4%
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モッピーの業績推移

26
※ アクティブ会員数は、メールアドレス受信可能な会員数です。
※ ARPUは、モッピーの四半期売上高を期中平均のモッピーアクティブ会員数で除して算出しております。

アクティブ会員数・ARPU
（万人） （円）

■ アクティブ会員数 (左軸）

 ARPU (右軸)

売上高・粗利率

■ モッピー売上高

 モッピー粗利率

26

（万人） （円）

■ アクティブ会員数 (左軸）

 ARPU (右軸)

（百万円）

+14.3%
(YoY)

572 589 604 
626 

648 
675 

696 
716 

603 

746 
680 646 

713 

929 
846 

727 

0

500

1,000

1,500

2,000

0

300

600

900

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

■ モッピー売上高

 モッピー粗利率

3,400

4,334
4,059 3,979

4,548

6,146
5,801

5,137

28.6% 26.7% 24.8% 26.8%
29.1%

35.6%

29.5% 30.2%

-20%

10%

40%

70%

100%

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

◼ 季節要因によるQoQ減収傾向は想定内、銀行・クレジットカード・証券案件堅調で前年比＋29.1％

◼ AD.TRACK連携は好調継続で粗利額前年比1.5倍、アクティブ会員は認知施策奏功し同＋14.3％

+29.1%
(YoY)
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モッピーの事業戦略

27

◼ 認知向上施策・WEBマーケ強化により新規会員獲得を推進、アクティブ会員数拡大に寄与

◼ 低稼働会員の再活性化施策で広告成果件数増加、施策効果でモッピー売上10％押上げ

※1 本調査は外部調査会社を通じて実施し、2025年6月末および12月末（認知施策実施後）の結果を比較しております。
※2 AD.TRACKの2026年1～9月における取扱高合計
※3 低稼働会員の再活性化施策の売上高は2026年1～9月を集計期間としております。

アクティブ会員 広告利用UU

会員当たり

売上高
広告単価

広告掲載数
広告成果件数

利用率

売上高増

広告経由の新規会員比率

前年25.6%→37%

獲得拡大とCPA効率を両立

菅野さん

AD.TRACK取引拡大

取扱高※2 130億円

（YoY＋95%）

モッピーとして
初の認知施策

街頭調査認知※1

12%   21%

11/4
Su

主要エリアに展開 AI技術を利用した

リコメンド強化

低稼働会員の
再活性化促進施策

売上高
押上げ効果 約10％※3
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studio15の事業戦略

studio15の競争優位性

28

◼ 海外TikTok Shop市場拡大を先行指標として国内普及に初期から参入、着実に収益化を進める

◼ TikTok公認資格・約5,000組※のクリエイター基盤にグループ営業力を掛合わせ収益機会を拡大

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2025 2026

TikTok Shop・TikTok GO
売上高指数化

（2025年3Qを基準とする）

■ TikTok Shop

■ TikTok GO

11/2
Su

TikTok Shop

2025年7月～

ライブ・動画
コマース

TikTok GO
旅行予約など

2025年10月～

旅行予約など

◼ 認知向上施策・WEBマーケ

エージェンシー権限を保有

TikTok Shop

4つの公認パートナー資格保有

TSP
セラー

運営支援

TAP
アフィリエイト

支援

CAP
育成

ISV
開発

◼ 認知向上施策・WEBマーケ
TikTok GO

国内2社のみ公認エージェンシー認定

菅野さん

35倍

(YoY)

※TikTokアプリ内で商品の発見から購入・
決済まで完結できる

※TikTok動画にチケットやホテル等の予約
リンクが設置され、直接予約できる

※ 2026年8月時点
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◼ D2Cは消費者の動向を商品開発に反映し、顧客に商品を直接届けるモデル

◼ 定期販売は発売当初はコスト先行、単品販売は1回の販売で粗利を確保

D2Cのビジネスモデル

29

消費者

D2C

卸し 小売
メーカー

営業

工場

D i r e c t t o C o n s u m e r

セレスの強みであるマーケティングに注力

利益

損失

収益構造

広告宣伝費 粗利

利益

1回の販売で黒字

単品販売

発売当初はコストが先行損益分岐点

広告宣伝費

X回目粗利

利益合計

初回粗利
2回目粗利

3回目粗利

4回目粗利

定期販売のタイトル
の位置確認

10/19
Su
B案

定期販売
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1,597

1,113

1,522

1,225

1,005
898

1,318 1,301

-852 

-566 

-831 

-631 
-509 -515 

-786 -757 

-1,500

-750

0

750

1,500

2,250

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

D2Cの業績推移

30

（百万円）
（百万円）

売上高・広告投資 営業利益

◼ SKU拡充・会員数増加によりピットソール偏重の売上構成から脱却進み、業績反転の局面へ

◼ DINETTE「メルティメロウ・アイクリーム」やサルース「LuzLim」が定期会員積上げ

■  売上高

■  広告投資

193

129

46

-36
-32

-87

-242

-64

-300

-200

-100

0

100

200

300

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

+6.2 %
(YoY)

在庫評価損等
約2億円
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80

478 

1,083 

1,685 

-78 -81

63 

331 

2022/9 2023/9 2024/9 2025/9

SQUIZ株式取得の概要

31

SQUIZの概要

会社名 株式会社SQUIZ

設立時期 2020年11月

代表取締役 平野 巴章

事業内容 オンライン診療プラットフォームの運営

株式取得
取得日：2026年4月1日
取得価額：3,600百万円（議決権所有90％）

※1 AGA：男性型脱毛症 ※2 ED：勃起不全 ※3 2026年3月時点
※4 売上高は連結前の業績を収益認識基準に基づき概算した数値です。連結前の売上高・営業利益は監査法人による会計監査を受けておりません。
株式会社SQUIZ：https://squiz.co.jp/

オンライン診療サービス「Oops（ウープス）」

Oops HAIR Oops WOMB Oops LOVE Oops HEART

Oopsシリーズの合計会員数は10万人超※3 

AGA※1 低用量ピル ED※2 メンタル
クリニック

■売上高

■営業利益

SQUIZの売上高・営業利益※4

連結前の売上高は取扱高ベースであり

収益認識基準に基づく会計上の売上高とは

異なります※4

◼ AGA・ピルを主力とするオンライン診療プラットフォーム展開のSQUIZ株式90％取得

◼ 若年層を中心とした10万人超の顧客基盤、D2Cにおけるストック収益のけん引役へ

■売上高 ■営業利益

https://squiz.co.jp/


32

02. 各事業の業績

モバイルサービス事業

フィナンシャルサービス事業
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フィナンシャルサービス事業の業績推移

33

売上高 営業損益・経常損益
（百万円） （百万円）

■ 営業損益   ■ 経常損益

+130.6%
(YoY)

124 

-836 

-124 

127 

-446 

-360 -374 

-153 

-256 

-357 

-237 
-145 

-338 

-209 -233 -223 

-1,000

-750

-500

-250

0

250

500

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

467

162

430

550 547

647
693

1,268

0

300

600

900

1,200

1,500

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

◼ 売上高はラボルの新規利用者増による請求書買取額の拡大がけん引、前年比2.3倍に伸長

◼ 営業利益はMQ・ラボルが前年比改善もCVC投資先の評価損約2.3億円計上で同78百万円減益
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◼ ステーキング取扱銘柄数は国内1位に、投資家の運用ニーズに幅広く対応

◼ 国内ステーブルコイン普及を見据え、電子決済手段等取引業者の登録へ

マーキュリーの事業概要

34

ZPG APR最大 0.1％

ZPGAG APR最大 0.05%

ZPGPT APR最大 1.0％

※「APR」：年換算利回り（Annual Percentage Rateの略）銘柄ごとに異なります。

暗号資産運用

プラットフォームとして

利便性の向上を図る

全26銘柄上場

積立買い付け

⚫ ドルコスト平均法でキャピタルゲインの

リスクを低減

無期限・複利運用サービス

⚫ ステーキング報酬を元本に自動組み入れ

⚫ 無期限での複利運用を実現

ステーキング

レンディング

ステーブルコイン（準備中）

⚫ 「電子決済手段等取引業者」登録を

目指す

販売所

菅野さん

幅調整

10/29
Su

⚫ 15銘柄可能

⚫ APR※最大13.5%

※ ステーキング取扱い銘柄数は当社調べ（2026年11月11日時点）
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マーキュリーとビットバンクの業績

35

マーキュリー
営業収益・営業損益

ビットバンク
持分法投資損益（百万円） （百万円）

■ 営業収益  ■ 営業損益

20

-114
26

109

-103 -53 -22

142

228

-311

-189

-121

-362

-277
-261

-101

-600

-400

-200

0

200

400

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

+29.9%
(YoY)

377 

-474 

115 

272 

-111 
-173 -173 

42 

-600

-300

0

300

600

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

▲84.5%
(YoY)

◼ MQは日本初上場のSVLと金融決済特化のXDCを取扱開始、対応銘柄は全26種へ

◼ BBの業績取込みは3Qまで、株式売却により暗号資産関連事業のリスクプロファイル最適化へ
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◼ ビットバンク累計投資額約18億円に対し、当社持分の全株式を約86億円で売却完了（2026年10月）

◼ ブロックチェーン事業は市場の成長余地を見据え、暗号資産運用サービスに強みを持つMQに注力

ビットバンク株式売却完了

36

累計投資額

約18億円

株式譲渡価額

約86億円

税引後キャッシュ

約74億円

累計利益貢献額

合計約12億円

売却資金使途 利益影響投資と回収

中計2030達成に向けて

⚫ 既存事業への投資継続

⚫ 新規事業の強化／

機動的なM&Aの実施

株主還元

株主還元の強化

⚫ 年間配当予想（2026年度）

60円→90円に修正

増配分の総額   約3.5億円

⚫ 自己株式取得 合計30億円

特別利益（連結）

約57億円

BB第三者割当増資に伴い計上

持分変動利益 約25億円

2026年10月1日売却完了

投資有価証券
売却益 約32億円

4Q

3Q

成長投資

税引後キャッシュの
半分を株主還元へ
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◼ 強みとするマーケティング力を活かしフリーランスの資金需要を取り込みGMVは前年比2.1倍

◼ 東京大学田中教授との協働によるAI審査の高度化を進め貸倒率の低減を目指す

ラボルの業績推移

37

825 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024 2025 2026

GMV指数化※

※ GMVはファクタリングサービスとカード払いサービスの取扱高の合計

2024年1Q
＝100

詐欺検知モデルを導入

AI活用による審査・不正検知の高度化

審査システムに、審査時間短縮と詐欺防止

を両立した詐欺検知モデルの導入が完了

東京大学大学院（工学系研究科）田中謙司教授と協働

請求書の真偽を目視で確認

偽造請求書の特徴を学習し、

疑わしい請求書を自動で検知

従 来

今 後

2.1倍

(YoY)

貸倒率の低減へ

菅野さん

10/26
Su
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APPENDIX
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◼ 創業20周年である2025年を次の成長への新たな出発点と位置づけMVVを再定義

◼ 変化の時代に挑戦と進化を重ね次の20年を見据えた持続的成長と価値創造を実現

ミッション・ビジョン・バリュー

39

インターネットマーケティングを通じて

豊かな世界を実現する

価値の開花、未来豊穣

Vision
ビジョン

Mission
ミッション

Values
バリュー

本質 挑戦 循環

没頭 感情
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会社概要

40

会社名 株式会社セレス

設立年月日 2005年1月28日

所在地 東京都渋谷区桜丘町1番1号 渋谷サクラステージ SHIBUYAタワー21F

決算期 12月

資本金 22億1,220万円（2026年9月末現在）

代表者 代表取締役社長 都木 聡

従業員数（連結） 396名（2026年9月末／臨時雇用者除く）

事業内容 モバイルサービス事業、フィナンシャルサービス事業

連結子会社

株式会社マーキュリー、株式会社ディアナ、株式会社バッカス、

studio15株式会社、株式会社ラボル、株式会社サルース、

株式会社アポロ・キャピタル、DINETTE株式会社、株式会社イシス、株式会社SQUIZ 等

持分法適用関連会社 ビットバンク株式会社※、株式会社サイバー・バズ

※ ビットバンク株式会社は、2026年10月1日に当社持分株式すべてを売却し、持分法適用関連会社から除外されました。
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2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

沿革

41
※ 売上高は新収益認識基準等を遡及適用したと仮定して記載しております。

売上高

370億円

予想

スマートフォン向け「モッピー」開始2011年

ゆめみを連結子会社化2018年

マーキュリーが暗号資産交換業者に登録し「CoinTrade」を開始

studio15を連結子会社化、ラボルを設立2021年

セレスを設立

ポイントサイト「モッピー」開始2005年

ビットバンクを持分法適用関連会社化

マーキュリーを設立し暗号資産交換業に参入2017年

ゆめみを持分法適用関連会社化

東京証券取引所市場第一部に上場（現 プライム市場）2016年

東京証券取引所マザーズ市場に上場2014年

ゆめみの当社持分株式を全譲渡

DINETTEとイシスをグループ子会社化、ポイントインカムを譲受

サイバー・バズ（東証グロース市場）を持分法適用関連会社化2025年

DX

フィナンシャル

D2C

ポイント
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◼ 成長モデルの異なる事業を組み合わせ持続可能な事業ポートフォリオを構築

◼ 事業の選択と集中を推進し、垂直統合型モデルの高収益事業の基盤を強化

事業内容

42

セグメント 運営会社 サービス

ポイント

セレス

studio15

サイバー・バズ

D2C

バッカス、サルース

DINETTE、イシス

SQUIZ

ブロックチェーン
マーキュリー

ビットバンク

オンラインファクタリング ラボル

CVC（投資育成事業） アポロ・キャピタル

モバイルサービス

フィナンシャルサービス

※ ビットバンク株式会社は、2026年10月1日に当社持分株式すべてを売却し、持分法適用関連会社から除外されました。
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四半期売上高推移

43

DX（ゆめみ）は2025年3Q以降、連結除外となりました

（百万円）

■ モバイルサービス事業売上高 (左軸)  ■ フィナンシャルサービス事業売上高 (左軸) 粗利率

+43.0%
(YoY)

6,574 6,275 6,267 6,619 7,022
7,523 7,740
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8,882 8,555
7,908

205 447 168
449
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四半期売上総利益推移

44

DX（ゆめみ）は2025年3Q以降、連結除外となりました

（百万円）

■ 売上総利益(左軸) 粗利率

+40.2%
(YoY)

3,167 
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四半期EBITDA推移

45

DX（ゆめみ）は2025年3Q以降、連結除外となりました

（百万円）

■ EBITDA (左軸)  EBITDAマージン

+165.3%
(YoY)

566 

1,255 

-15 
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四半期営業利益推移

46

DX（ゆめみ）は2025年3Q以降、連結除外となりました

（百万円）

■ 営業利益 (左軸)  営業利益率

+60.2%
(YoY)
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四半期経常利益推移

47

DX（ゆめみ）は2025年3Q以降、連結除外となりました

（百万円）

■ 経常利益 (左軸)  経常利益率

483 
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1,153 
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715 754 
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7.1%

17.0%
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16.4%
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+6.1%
(YoY)
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四半期販売費及び一般管理費推移

48

■ 人材関連費用 ■ 広告宣伝費 ■ 地代家賃  ■ のれん  ■ その他

（百万円）

DX（ゆめみ）は2025年3Q以降、連結除外となりました

+36.4%
(YoY)
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412 403
437 433 435 436

83 102 101 99 103 102

125 131

153 153 151 159
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207 212
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81 82
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従業員数推移

49
※ 契約社員、派遣社員、アルバイト は含んでおりません。

■ エンジニア ■ マーケティング ■ コーポレート

（人）

DX（ゆめみ）は2025年3Q以降、連結除外となりました

+12.2%
(YoY)
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四半期業績推移

50

四半期売上高

四半期営業利益

2024年 2025年 2026年

ポイント

D2C

DX

セグメント内取引高

  セグメント間取引高 / 調整額

1Q 2Q 3Q4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

9,174      

7,908      

（単位：百万円）

  売上高

  モバイルサービス事業

7,686      8,168      6,414      7,391      9,521      9,242      7,488      

5,872      6,853      8,882      8,555      7,022      7,523      7,740      

7,260      6,634      3,924      4,934      4,551      4,732      5,862      7,999      

-15         

1,318      1,301      1,597      1,113      1,522      

- -

1,225      1,005      

1,510      1,481      1,671      - - -

898         

-23         -27         

  フィナンシャルサービス事業

-10         -7           -4           

647         693         1,268      

-85         -14         

467         162         430         550         547         

-2         -8           -9           -8           -6           -2           -1           -0

2024年 2025年 2026年

モバイルサービス事業

フィナンシャルサービス事業

調整額

2Q 3Q

1,229

  営業利益

4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q（単位：百万円）

-338

601 481 390 1,731 571 771798 860

1,3351,539 1,240 953 1,160 2,3201,343

-209 -233 -223-256 -357 -237 -145

-339-321 -401 -326 -431 -379 -424-289



将来見通しに関する注意事項

◼ 本資料に含まれる業績予想、計画、戦略等は、現時点で入手可能な情報及び合理的と判断される一定の前提に基づいており、リスクや不確実性を含んでいます。
実際の業績は、経済情勢、市場環境、規制変更、競合動向、為替変動などにより、記載内容と大きく異なる可能性があります。

◼ 法律により要求される場合を除き、当社は本資料の内容を更新または修正する義務を負いません。

◼ 投資に関する最終判断は、本資料及び関連情報をご確認のうえ投資家ご自身の責任において行ってください。本資料に基づく投資により生じた損害について当社
及び情報提供者は一切責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

お問い合わせ先

株式会社セレス

住 所 〒150-6221 東京都渋谷区桜丘町1番1号 

渋谷サクラステージ SHIBUYAタワー21階

電 話 03-6455-3756（直通）

U R L https://ceres-inc.jp/ir/inquiry/

メール ir-info@ceres-inc.jp
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